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1. はじめに 
日常の様々な業務が Web アプリケーションで

サポートされるようになってきた．しかしなが

ら，個々の Web アプリケーションは個別に動作

するようになっているため，それらの扱う情報

がお互いに関連していても，ユーザ自身がそれ

を意識して Web アプリケーションを操作しなけ

ればならない．たとえば，ある Web アプリケー

ションで表示しているデータと関連するデータ

が別の Web アプリケーションに格納されている

場合でも，ユーザは個別の Web アプリケーショ

ンにログインし，それぞれのページを自分で表

示させなければならない．また，ある Web アプ

リケーションで入力したデータが別の Web アプ

リケーションの入力として要求されている場合

でも，ユーザはそれぞれの Web アプリケーショ

ンに同じ情報を別々に入力しなければならない． 

このため，これらを解決し，異なる Web アプ

リケーション上の関連する情報を自動的に表示

したり，ある Web アプリケーションに入力した

データと同じ入力を要求する他の Web アプリケ

ーションには自動的に入力を行う，といったサ

ービス連携基盤のサポートが必要である(図 1)． 
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図1: サービス連携基盤の効果
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2. フロント連携 
Web アプリケーションは通常バックエンドにデ

ータベースを持っている．そのため，Web アプリ

ケーション間を連携させる方法の１つとして，

データベース間で情報の受け渡しを行う方法が

ある．しかしながら，この場合 DB アクセスの部

分のプログラムに手を入れなければならない．

また，DB 連携で相手側の DB の参照はできたとし

ても，書き込みに関してはシステムの整合性が

とれなくなる可能性が高く，データ変更は難し

い． 

これに対し，フロント側の Web のインタフェ

ースを使い，ポータルサーバによって連携を実

現するフロント連携の方法がある．この方法で

はバックのサービスに手を入れずに，または Web

出力への比較的容易な変更で連携が実現可能で

ある．その他，Web の画面をユーザに見せながら

連携を実行できるため，不完全な連携でもユー

ザが確認して修正することができる．また，DB

連携では基本的に定期的なバッチ処理による連

携しかできないが，フロント連携の場合はリア

ルタイムの連携が可能である． 

フロント連携の実現には 2 つのアプローチの

方法がある．1 つは，サービス同士の連携を実現

し易いようにバックのサービスを作る方法で，

もう 1 つは現在のサービスはそのままにして，

ポータルで工夫することによって連携を実現す

る方法である．今回，前者のアプローチに基づ

き，異なる Web アプリケーション間のフロント

連携の 1 つとして，画面上のオブジェクトの

Drag&Drop による連携を実現した． 

3. 連携メタデータと中継プログラムによる
連携 
今回開発したフロント連携のシステムは次の

ような特徴を持つ． 

(1)  Web アプリケーションでプログラムを書か

なくても連携が可能(ポータルにおいて連携

プログラム管理) 
(2)  Web アプリケーションの画面構成が変わっ

てもプログラムを変更する必要がない 
(1)を実現するために，Web アプリケーション

の HTML のコメントに連携用のメタデータを記述

し，ポータル上でそれを解析して連携のプログ

ラム(Drag&Drop 実行スクリプト)を挿入する中継
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プログラムを開発した．また(2)を実現するため

に，HTML 出力において，連携用の論理的なデー

タと対応する画面要素を分離して記述し，(1)の

中継プログラムにおいてそれらのマッピングを

行う方式を用いた． 

今回開発したシステムの構成は図 2 の通りで

ある．左側のブラウザは，中央のポータルサー

バ Portalworks[1]を経由して右側の Web アプリ

ケーションにアクセスする． 
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図2: 構成図

ここで Web アプリケーションは HTML の出力に図

3 のような形式で連携用のメタデータを挿入する．

連携メタデータは 3 つの要素から構成され，そ

れぞれの要素は HTML のコメント内に記述される．

連携メタデータを構成する 3 つの要素は，HTML

をクライアント側で表示した時の画面上での範

囲を表す範囲開始と範囲終了，そしてその範囲

内に表示されるものの属性情報である．これら 3

つの要素は ID によって関連付けられているため，

属性情報は同一 HTML 内ならばどこに記述しても

構わない．属性情報部分は，連携元では他のサ

ービスに対して出力可能なデータと属性名，連

携先では他のサービスから入力可能なデータの

属性名を指定する．これによって，連携元から

連携先へ属性名が一致するデータが受け渡され，

連携元と連携先で属性の順番が違っていても適

切に受け渡しが行われる． 

このような連携メタデータを含んだ Web アプ

リケーションの出力がポータルに送信され，ポ

ータル上の中継プログラムは，Web アプリケーシ

ョンの出力を解析し，属性情報を取り出して一

時保存した後，連携用の Drag&Drop 用のスクリ

プトを自動挿入してブラウザに送る．ブラウザ

の画面上でユーザが Drag&Drop を実行すると，

Drop 側でブラウザ上のスクリプトから中継プロ

グラムが呼び出され，Drag 側・Drop 側の中継プ

ログラム間で複数データの受け渡しが行われ，

それらのデータを使って Drop 側の画面が再描画

され，連携が完了する． 

<!--
<exportBegin id="suzuki@ex.com" />
-->
<table>
<tr><td>名前: </td><td>鈴木</td>
<tr><td>E-mail: </td><td>suzuki@ex.com</td>
<tr><td>電話番号: </td><td>7777-1234</td>
</table>
<!--
<exportEnd id="suzuki@ex.com" />
-->
<!--
<attributes id=suzuki@ex.com
namespace="comA" />
<output name="name">

鈴木
</output>
<output name="E-mail">

suzuki@ex.com
</output>
<output name="tel">

7777-1234
</output>

</attributes>
-->

<!--
<importBegin id="userInfo" />
-->
<form method="POST" action="/action">
氏名: <input name="name"><p>
電話: <input name="tel"><p>
E-mail: <input name="email"><p>
<input type="submit" value="実行">
</form>
<!--
<importEnd id="userInfo" />
-->
<!--
<attributes id="userInfo"

namespace="comB" />
<input name="name" />
<input name="tel" />
<input name="email">
<convertible name="E-mail"/>
<convertible name="mail-address" />

</input>
</attributes>
-->
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図3: 連携メタデータ

4. まとめ 
 既存の Web アプリケーションの HTML 出力に連

携メタデータを記述し，それをポータル上の中

継プログラムで連携可能なページに加工して Web

のインタフェースで連携を実現するフロント連

携によって，Web アプリケーション間の連携を行

なうシステムを実現した． 

ここでは Web アプリケーションでの実現のた

め，HTML のコメントに連携メタデータを記述す

る方法をとったが，Remote Portlet[2]などの

Web サービス部品でも連携メタデータを取り出す

インタフェースを持たせることによって同様の

ことが実現可能である．また，今回既存の Web

アプリケーションに簡単に導入するために連携

メタデータを HTML 出力に埋め込んでいるが，こ

れを Web アプリケーションの出力とは別に提供

する方法もある．この場合，Web アプリケーショ

ン間の属性名空間の語彙の対応付けやサービス

記述において，オントロジ記述言語 OWL[3]やそ

れに基づくサービス記述言語 OWL-S[4]といった

Semantic Web の技術の活用が可能である．今後

はこれらの技術を活用し，また Web アプリケー

ションや Remote Portlet など異なるタイプのサ

ービスを共通に扱い，相互連携を可能にするシ

ステムの検討を行っていく予定である． 
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